
〔�〕 自然数 nに関する条件 p，qを

p：nは１２の約数である

q：nは１８の約数である

とする。

 条件 p，qを用いて表された命題について，次のことが成り立つ。

次の�～�のうち，n＝�が反例となるのは ス と セ である。

ス ， セ の解答群（解答の順序は問わない。）

� 「 p q 」 � 「 q p 」

� 「 p q 」 � 「 q p 」

	 「 p q 」 
 「 q p 」

� 「 p q 」 � 「 q p 」

（数学Ⅰ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ３８ ― （２７０３―３８）















































































































 自然数 nに関する条件 rを

r：nは�の約数である

とする。このとき，次のことが成り立つ。

● rは，qであるための ソ 。

●（pかつ q）は，rであるための タ 。

ソ ， タ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� 必要条件であるが，十分条件ではない

� 十分条件であるが，必要条件ではない

� 必要十分条件である

� 必要条件でも十分条件でもない

 aを自然数とする。自然数 nに関する条件 sを

s：nは aの倍数である

とする。このとき

命題 A：「 p （qまたは s）」

が真となる aの値のうち，最大のものは チ である。

また，a＝ チ のとき，命題 Aの逆は偽であり，命題 Aの逆に対す

る反例となる nの値のうち，最小のものは ツ である。

数学Ⅰ

― ３９ ― （２７０３―３９）








































































































































































































































































